
土
師
器
・
陶
器
・
須
恵
器
・
鉄
犠
・
土
製
品
・
石
製
品
)

五
、
綜
括
(
立
地

条
件
を
め
ぐ
る
諸
問
題
・
縄
文
後
期
集
落
の
経
済
基
盤
・
縄
文
農
耕
論
へ
の
新

し
い
視
角
)

英
文
抄
録

引
用
文
献
目
録

図
版

調
査
団

団
長

角
白
文
衛

調
査
主
任

渡
辺

誠

調
査
員

岡
肇
・
鈴
木
忠
司
・
江
谷
寛
・
亀
井
節
夫
・
那
須
孝
悌
・
田
中
正
昭
、
そ
の
他

木
村
・
山
本
・
小
池
・
川
端
・
長
谷
川
・
山
岸
・
山
下
・
梅
咲
・
上
羽
・
飯
田

・
西
国
在
ど
の
若
い
学
者
が
協
力
。
江
坂
輝
弥
・
賀
川
光
夫
・
寺
島
孝
・
中
道

秋
治
・
永
松
・
乎
ノ
内
・
下
村
諸
氏
も
名
を
つ
ら
ね
る
な
ど
、
落
大
な
組
織
で

左
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
地
理
学
の
側
と
い
う
よ
り
、
わ
た
〈
し
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
で
あ
る
自

然
堤
防
の
ど
く
限
ら
れ
た
視
角
か
ら
の
紹
介
で
あ
り
、
穫
め
て
不
備
左
記
述

K

過
ぎ
左
い
と
と
を
な
わ
び
し
つ
つ
欄
筆
す
る
。

本
報
告
書
は
非
売
品
で
あ
る
が
、
発
行
所
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
若
干
の
余

部
が
あ
り
、
京
都
市
中
京
区
三
条
高
倉
平
安
物
館
経
理
課
(
〒
六

O
四

定
価
六

O
O
O円
送
料
一
二
四

O
円
で
な
わ
振
替

京
都
七
七
七

)
K
申
込
ま
れ
れ
ば

け
で
き
る
と
の
と
と
で
あ
る
。

B
五
版
三
四
八
頁

ほ
か
に
ア
!
ト
写
真
版
七

頁

一
九
七
五
年
二
一
月
コ
二
日
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
発
行

寵

瀬

良

明、./

山
崎
謹
哉
編
著

地
理
教
育
の
本
質
と
実
践

本
書
は
専
修
大
学
の
山
崎
謹
哉
教
授
を
中
心

K
、
駒
沢
大
学
の
中
島
義
一
助

教
授
が
協
力
し
た
著
述
で
あ
る
。
ほ
か

K
小
学
校
教
育
を
大
角
留
吉
(
日
大
地

理
卒
・
一
戸
塚
一
小
)
、
奥
藤
恭
弥
へ
千
葉
大
卒
、
東
大
研
修
・
習
志
野
二
中
)
、

阿
部
和
夫
(
岩
手
大
卒
・
岩
谷
堂
高
)
の
三
先
生
が
実
践
面
を
分
担
し
た
、
書

名
の
と
な
り
「
本
質
と
実
践
」
の
す
ぐ
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。

五
名
の
編
著
者
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
上
、
評
者
も
よ

片

〈
知
っ
て
い
る
の
で
、
文
章
が
読
み
や
す
い
乙
と
と
椙
ま
っ
て
、

ア
ブ
と
い
う

ま
に
、
全
巻
を
読
了
し
て
し
ま
っ
た
。

ζ

れ
左
ら
、
現
場
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、

他
日
現
場
へ
出
る
た
め

K
学
部
大
学
生
が
、
教
職
課
程
の
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
教

材
研
究
指
針
と
し
て
使
用
し
や
す
い
に
違
い
左
い
。

本
書
の
特
色
の
第
一
は
、
地
理
教
育
と
は
何
か
、
地
理
学
と
の
関
係
、
小

中
・
高
校
で
の
地
理
教
育
で
の
本
質
と
実
際
面
は
も
と
よ
り
、
郷
土
学
習
か
ら

遠
足
の
し
か
た
に
い
た
る
ま
で
、

が
よ
そ
地
理
教
育
の
各
面
を
一
通
り
、
ま
ん

べ
ん
念
〈
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
れ
念
ら
大
学
の
テ
キ
ス
ト

K
好
適
で
あ
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ろ
う
。第
二
の
特
色
は
地
理
教
育
の
実
際
の
や
り
方
を
具
体
的

K
展
開
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
例
え
ば
小
学
校
五
年
生
、

「
日
本
の
農
業
」
を
二
八
時
間
で
行
左
う

指
導
計
画
を
、
あ
る
い
は
六
年
生
「
さ
ば
〈
と
草
原
」
の
展
開
例
を
適
切

K
示

し
て
い
る
。

同
じ
「
日
本
の
農
業
」
は
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う

K
指
導
す
る
か
。

ζ

れ
を

日
本
経
済
の
諸
問
題
と
し
て
、
政
経
社
分
野
で
綿
密

K
展
開
し
て
見
ぜ
て
く
れ

る。
高
校
で
は
「
オ
セ
ア
ニ
ア
と
南
極
大
陸
」
の
指
導
案
で
は
、

そ
の
展
開
例
が

と
〈

K
す
ぐ
れ
て
い
る
。

第
三
の
特
色
は
生
徒
指
導
の
実
践
例
を
写
真
や
地
図
を
加
え
て
、

興
味
深
〈

表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
じ
傾
向
は
山
崎
教
授
自
身
の
撮
影
に
左
る
、
住

宅
地
と
入
組
む
野
菜
畑
と
芝
生
畑
を
示
し
た
都
市
域
農
業
の
景
観
写
真
に
も
見



ら
れ
る
。

第
四
の
特
色
は
新
し
い
視
聴
覚
教
育
に
よ
る
地
理
教
育
の
部
分
に
見
ら
れ
る
。

テ
レ
ピ
を
ど
の
よ
う

K
使
用
す
る
か
。

一
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
整
然
と
表

解
、
八
ミ
リ
、

一
六
ミ
リ
映
画

K
つ
い
て
も
、
か
ゆ
い
と
と
ろ

K
手
の
と
ど
く

ょ
う
左
親
切
左
記
述
が
続
〈
。
著
者
た
ち
の
、
あ
く
ま
で
地
道
在
日
常
的
努
力

の
成
果
で
あ
る
。

山
崎
謹
哉
氏

K
は
す
で

K
一
八
年
前
、

「
地
理
教
育
の
研
究
」
な
る
著
書
が

あ
り
、
昭
和
三
八
年

K
は
「
地
理
教
育
の
方
法
」
な
る
名
著
も
あ
る
、

と
の
道

の
専
門
家
と
い
う
e

へ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
文
章
や
論
理
は
枝
葉

K
走
ら

ず
、
空
理
空
論

K
低
迷
せ
ず
、
度
を
過
ご
さ
ず
、
適
宜
の
テ
!
マ
を
、
適
切

K

要
約
し
て
い
る
の
で
、
読
者
は
安
心
し
て
参
考

K
す
る
と
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
だ
。

協
力
者
の
中
島
さ
ん
は
、
歴
史
地
理
学
者
と
し
て
の
長
い
学
究
生
活
を
た
て

糸
と
し
、
高
等
学
校
と
大
学
に
な
け
る
地
理
教
育
の
豊
か
な
経
験
を
よ
ζ

糸
と

し
た
、
練
達
の
士
で
あ
る
。
郷
土
学
習
と
地
図
利
用
、

こ
の
も
っ
と
も
重
要
な

テ
1
7
を
ゆ
き
と
ど
い
た
筆
で
書
き
進
め
て
い
る
。
本
の
装
丁
は
仲
々
す
て
き

な

上

、

定

価

も

手

ご

ろ

で

あ

る

。

一

六

八

頁

昭

和

五

O
年

古

今

書

院

(

寵

瀬

良

明

)

A 
5 

一
一
一
月
一

O
日

一
、
七

O
O円

会

告
ハ
つ
づ
き
〉

昭
和
五
一
年
度
紀
要
第
一
八
号
「
災
害
の
歴
史
地
理
」

の
編
集
内
容
に
つ
い
て

昭
和
五
一
年
度
紀
要
、
第
一
八
号
「
災
害
の
歴
史
地
理
」
は
、
来
る
四
月

二
九
日
の
大
会
当
日
発
刊
と
な
り
ま
す
。
総
会
・
大
会

K
御
出
席
の
会
員

K

は
、
会
場
受
付
で
な
渡
し
い
た
し
ま
す
。
な
な
本
号
は
、
一
般
向
売
価
は
定

価
三
、

0
0
0円
と
な
り
ま
す
。
編
集
内
容
は
左
記
の
と
会
り
で
す
。

O

序
・
・
:
:
:
:
・
・
:
・
・
:
:
:
・
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
稲
見
悦
治

o
災
害

K
よ
る
国
府
の
移
転
:
・
・
:
:
:
:
・
・
:
・
・
:
:
:
:
木
下
良

o
水
害
発
生
常
習
地
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

K
関
す
る
課
題
:
:
山
田
安
彦

o
岩
手
県
に
な
け
る
冷
害
と
対
策
に
つ
い
て
・
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
:
池
田
雅
美

o
多
摩
川
の
水
害
と
万
葉
歌
碑
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
・
・
:
矢
島
仁
吉

o
藩
政
時
代

k
h
v
け
る
海
岸
砂
丘
防
災
林
の
造
成
事
例
:
・
・
:
立
石
友
男

o
近
世
九
十
九
里
浜
の
不
漁

K
対

す

る

領

主

と

漁

民

の

行

動

:

菊

地

利

夫

o
干
拓
新
田
に
な
け
る
災
害
の
歴
史
地
理

l
l
一
二
日
間
国
平
七
新
田
を
例
と
し
て
|
:
・
・
:
・

0

輪
井
の
災
害
と
沼
水
ー
|
宝
暦
以
降
の
水
論

K
つ
い
て
|
-
-
.. 

0
長
島
輪
中
地
域
の
水
害
と
新
田
開
発
の
歴
史
地
理

O

高
須
輪
中
の
水
害

K
つ
い
て
の
考
察
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0

明
治
二
二
年
十
津
川
水
害
・
・
・
・
:
:
・
・
:

O

明
治
三
六
年
伊
那
谷
集
中
豪
雨
に
な
け
る

水
渋
川
流
域
の
崩
壊
災
害
に
つ
い
て
・
・

.... 

0

揖
斐
川
上
流
の
木
地
屋
集
落
の
崩
壊
過
程
1

小
津
の
場
合

0

明
治
前
期

k
h
k
け
る
家
島
諸
島
の
三
つ
の
浦

そ
の
集
落
聞
の
異
質
性
を
問
題

K
し
て

L:.. 
コ::s;:

報

主ヒ
Eヨ

手第

村
瀬
正
章

伊
藤
安
男

伊
藤
重
信

松
原
義
継

篭
瀬
良
明
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千
葉
徳
爾

回
帰
久
夫

平
岡
昭
利

会
費
の
改
訂
に
つ
い
て

諸
物
価
高
騰
の
た
め
、
現
行
の
年
額
二
、
五

O
O円
の
会
費
で
は
本
会
の
運

営

K
種
々
支
障
を
生
じ
て
来
ま
し
た
の
で
、
昨
年
春
の
評
議
員
会
、
総
会

K
、

会
費
検
討
の
た
め
の
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
、
御
了
承
を
得
ま
し
た
。

そ
ζ

で
、
本
会
で
は
、
岸
本
実
君
を
主
査
と
し
、
大
角
留
吉
、
木
村
東
一
郎
、




